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 日下部クラブ会長 楽しく 気長に じっくりと 

主   湘南・沖縄部部長 ワイズを社会に広める基盤の再構築をする 

 東日本区理事 勇気ある変革，愛ある行動 

題 アジア太平洋地域会長 Ａｃｔｉｏｎ！ 

 国際会長 より良い明日のために今日を築く 

第１例会報告 

防災対策について 

厚木市 市長室 危機管理課 

９月２５日厚木ＹＭＣＡの教室にて厚木市危機管

理課のお二人来ていただき、厚木市の災害対策につ

いて卓話を頂きました。厚木ワイズメンバーのみで

なく YMCA の職員の方たちにも一緒に聞いていた

だきました。 

<以下卓話内容> 

 

 

本日はよろしくお願いいたします。お手元の資料、

または前方のスクリーンで進めさせていただきます。 

本日は主に地震と風水害の 2 点についてお話をい

たします。-地震の動画を使って説明-首都直下型地震

をイメージしていますので少し内容が重いかもしれ

ません。 

 

地震 

自助共助公助の考え方、本日は自助について重き

を置きます。厚木市では 3 日分の食料や水を確保す

ること進めています。地震はいつ来るか予告ができ

ません。

 

風水害はニュースなどで事前に知ることができま

す。家具が倒れてきて被害を受ける人が多いので家

具の転倒防止を図ることが大切です。これで怪我の

半分は防ぐことができます。ローリングストック(回

転備蓄)の方法もそのひとつです。もう一つはトイレ

です災害用、レジャー用に簡易トイレが発売されて

おりますのでこれも考え裏中に入れておくとよろし

いと思います。 

風水害 

次に風水害です。避難に関しては避難準備、避難

勧告、避難指示の三つの段階があります。必要に応

じて厚木市の方から連絡いたします。気がついた時

もう逃げられない状態であれば避難場所に行くこと

はせず垂直避難をしてください家の中で一番高いと

ころそして山側から離れたところに避難してくださ

例会データ ９月   在籍会員 １６人 

会  員  １１人 

ビジター   ３人 

ゲ ス ト   １人 

合    計  １５人 

メイキャップ済み０人 

出席率    ６９％ 
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厚木クラブホームページ: 
http://ys-atsugi.jimdo.com/ 
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質問 

卓話後に以下の質問と回答があった。 

ハザードマップについては全戸配布しています。 

防災ラジオについてはもっと手に入れやすくする

といい。 

卓話終了後会場を変え第Ⅰ例会に移行。 

例会の中で守屋 那々子リーダーからユースボラ

ンティアリーダーズフォーラムの参加報告があった。 

<以下報告> 

第 33 回東日本区ユースボランティアリーダーズ

フォーラム参加報告 YMCA 健康教育部守屋 

那々子リーダー 

主なスケジュールは 2019年 9月 5日金曜日から 9

月 8 日日曜日まで東京 YMCA センターで開かれま

した。 

スケジュールは基調講演が一日目、二日目がグル

ープディスカッションで三日目に発表という流れで

した。 

大事なことは子供を認めてあげることのできる大

人、やりたいことを否定せず受け入れる。そして気

持ちや思いの共有をすることだと感じました。様々

な人の意見を聞くことが自分の成長に繋がると感じ

ました 

---------------------------------------------- 

  あつぎＹＭＣＡよりこども食堂参加報告 

 10 月 26 日午後 5 時から、YMCA の子ども食堂が

開催されました。家族連れが 60 人ほど集まりました。 

前回は、異国風なメニューでしたが、今回は鳥肉

のシチューとパンにデザートで、家庭的な雰囲気が

いっぱ

いでし

た。 

食事

が終わ

ると体

育館で

ボール

を使っ

たゲームが、行われました。楽しそうな子どもたち

の声が響きましたが、遊び疲れた頃、体育館の床に

子どもたちも保護者も座って、厚木ワイズのメンバ

ーによる紙芝居や、手遊びや語りで楽しみました。 

 

 子ども食堂は初め、親に捨てられてしまった子ど

もたちや、一人でしか食事を取れない家庭環境の友

人を、下町食堂で振る舞った事から成り立っていま

すが、その実態は表面化しにくく、日常的に地道に

取り組まなくては手を差し伸べる事にはならないと

思います。YMCA に来ている子どもたちは、恵まれ

た幸せな家族連れにあふれていて、ちょっと安心し

ました。 

 



------------------------------------------------------------------- 

１１月クラブ活動予定 

１１月 ９日 第二例会 

１１月１６日 インターナショナルチャリティラン 

１１月２７日 第一例会 

 

 

監事より一言 

 

 

 

特別寄稿  

フレッシュフォーラムスタート（若きリーダー

との交流）提案         田口堅吉 

 

厚木Ｙのリーダー数は横浜Ｙの中でダントツと

かねて伺っておりましたが、当クラブでは学業を

終えリーダーを返上して去りゆくリーダーの春の

送別会に招かれたり、招かれなかったりする程度

で、こちらから積極的に接触することはなかった

ように思います。なお厚木Ｙのリーダーさんの多

くは厚木Ｙの専門学校の生徒さん達だと聞いてお

ります。 

そんな訳で、東日本区がスポンサーとして毎年

行われるユースリーダーズフォーラムへの厚木Ｙ

のリーダーの出席率が長年低調なのを気にして、

クラブとして幾度か問題提起してきましたが、今

回館長さんから専門学校の授業時間厳守を優先せ

ざるを得ないため残念ながらご希望に添えない旨

の明確なお話がありました。 

 ではこの際どう動くか？ 

クラブにとって若きリーダーさん達との交わり

を深めることは当然の事ではないかと思います

し、親しくすれば、次第に協働してできる地域活

動があれば一緒に参加するのが可能となっていく

のではないでしょうか。いい機会に巡り合えたと

すら思えます。 

具体的にはまず春の連休前後に新人リーダーさ

ん達を招いてフォーラムを厚木クラブが主催して

行ってはどうでしょうか、もともとフォーラムと

はギリシャ語で広場のことだそうで、広場で皆で

ワイワイガヤガヤ話合っている知らず知らずのう

ちに切磋琢磨されて、いろいろないい考えが浮か

んできたという故事が語源と聞いております。立

派な教師がいなくても、幼児ですら単に集まるこ

とだけでグンと成長するとは心理学者の広く認め

るところでもあり、当方のフォーラムも必ずや効

果はあると思いますが、 

広場でなく、教室を借用して、その年新入りの

リーダーさん達を招いておそらく 10人程度でしょ

う、昼ごはんはみんなで焼きそばでも作って食べ、

その前後に感話をクラブの有志がする。堅い話で

はなく、例えばブリテン’15年 11月号記載の小松

前会長の「雀に学ぼう危機管理」など小学生の通

学の安全を守る参考になる素晴らしいお話と思い

ますが、毎年同じお話でも毎年聞く人は変わるわ

けですから外部から有名人をお招きする要はさら

さらないと思います。続いてキャンプソングの練

習、遊戯などで雰囲気を和らげ親密さを増すよう

にしては。3~4年すればリーダー全員ワイズをご存

じということになり、地域活動も本格化できるの

ではないでしょうか。資金としてはロースター広

告代を転用すればと思いますが。 

御一考いただければ幸いです。 

 

当会報の 1 ページの主題をご覧ください。

「気長に じっくりと」、「基盤の再構築をす

る」、「勇気ある変革」、「Ａｃｔｉｏｎ！」、

「よりよい明日のために今日を築く」。 

それぞれの組織がその目標に向かっている

と思います。最近思うことですが、湘南沖縄部

は時流に合っているでしょうか。部の変革は各

所属クラブの皆さまの勇気ある決心が必要で

す。「隗より始めよ」という言葉があります。

まず、厚木クラブの皆さまが決心して、気長に、

じっくりと、部の変革に取り掛かるのはどうで

しょうか。もちろん、「このままでいいよ」と

お考えであれば、その限りではありませんが。 


